
令和４年度第５３回千葉県中学校新人バスケットボール大会  

女子準決勝  戦評  

〔女子準決勝〕                

 

  

 昭 和 学 院 中 学 校  

 

（市川・浦安）  

      １２－１５ 

      １１－ ９ 

 ５５         ４１ 

      １６－１０ 

      １６－ ７ 

 

  

翔 凛 中 学 校  

 

（君津）  

【評】  
昭和学院はオールコートマンツーマン、翔凜はハーフコートマンツーマンでスタート。昭和学院は＃

４山本のスリーポイントで先制する。対する翔凜はハードなディフェンスや＃５０及川のオフェンスリ
バウンドから流れをつかみ、３点リードで１Ｑを終える。 

２Ｑ、昭和学院は＃４山本がスリーポイントを２本決め、得点を重ねる。翔凜はポストプレーやドラ
イブから得点し、一進一退の攻防を繰り広げ、翔凜が１点リードし、前半を終える。 

３Ｑの序盤、昭和学院は＃５新谷のミドルシュートやフリースローなどで得点し、終盤は＃６伊東の
ミドルシュートやドライブからの得点が決まり、逆転に成功する。 

４Ｑに入り、昭和学院は＃４山本のスリーポイントや速攻からの得点で点差を広げる。翔凜は＃１上
田のスリーポイントや＃５０及川のゴール下で盛り返す。しかし、昭和学院がハードなディフェンスや
リバウンドから流れを渡さず、５５－４１で勝利し、決勝進出を決めた。敗れはしたものの全力プレー
を貫いた翔凜も素晴らしいチームであった。 

〔女子準決勝〕                

 

     

市 川 市 立 第 六 中 学 校  

     

（市川・浦安）  

１５－ ８ 

６－１７ 

４９          ５０ 

１８－１２ 

１０－１３ 

 

 

船橋市立七林中 学 校  

 

（船橋）  

【評】  
 七林中、市川六中ともにハーフコートマンツーマンでスタート。市川六中は＃１７川島の３Pをか

わきりに１Qの流れを掴む。対する七林中は、＃４鈴木の積極果敢なドライブからのレイアップや＃４鈴
木・＃６中北・＃７安田の三線速攻で着実に加点。さらに、七林中はアグレッシブなDFでボールを奪い
にいく。市川六中は全員でリバウンドボールに飛び込み、見応えのある試合展開が続き、前半を七林中
が４点差でリードする。 

３Qに入り、市川六中＃１７川島の２Pや＃６中北のリバウンドからのバスケットカウントにより、逆
転に成功。対する七林も＃５山根のバスケットカウントにより、すぐさま同点に追いつく。 

４Qに入り、市川六中＃１７川島・＃７志村のスクリーンプレイから２Pと３Pを決め、この試合最大

の８点リードする展開になる。しかし、七林も前半同様のアグレッシブなDFに加え、ルーズボールに果

敢に飛び込みボールを奪う。残り４分、＃６中北の３P、＃４鈴木のフリースローにて同点に追いつく。

両者の白熱した攻防が続き、残り２分、七林の＃４鈴木・＃７安田の２Pでついに逆転し、４点のリード

を奪う。市川六中も残り１分でタイムアウトをとり、＃１７川島のレイアップとフリースローにて１点

差まで追いつく。しかし、七林が最後ボールをしっかりキープして決勝進出を果たす。最後まで全力プ

レーを貫いた市川六中の選手たちの健闘を称えたい。 

 

 

 

 

 



令和４年度第５３回千葉県中学校新人バスケットボール大会  

男子準決勝  戦評  

〔男子準決勝〕                

 

     

船 橋 市 立 海 神 中 学 校  

     

（船橋）  

      ２５－２１  

      １７－１５ 

７３         ６６ 

      １４－１１ 

      １７－１９ 

 

市 原 市 立  

ち は ら 台 南 中 学 校  

 

（市原）  

【評】  
 第１Ｑ、両チームともにオールコートマンツーマンでスタート。海神はよく走るオフ
ェンスを展開。早い展開から海神＃４駒木の３Ｐが連続で決まる。対するちはら台南も
、粘り強いディフェンスから、スピード感のあるオフェンスを展開。ちはら台南＃６山
川のドライブ、＃７渡辺のステップイン、＃１１永尾のバスケットカウントが決まり得
点を重ねる。序盤、海神＃４駒木の３Ｐが止まらず、＃５菅野の３Ｐ、＃６藤田の速攻
も決まり、海神が勢いに乗る。第２Ｑに入ってからも、両者スピード感のあるバスケッ
トを展開。ちはら台南は、厳しいディフェンスから、＃８平野のカットイン、＃４桒原
の巧みな１ on１などで得点を重ねると、海神も＃４駒木、の 1on1、＃７中坂の速攻や粘
り強いリバウンドからのゴール下などで得点。両者一歩も譲らない展開のまま後半へ。  
 後半も、一進一退の展開。海神は＃７中坂がリバウンドを頑張り、＃４駒木の 1on1、
＃６藤田のフリースローなどの得点につながる。さらに、海神＃４駒木の３Ｐが決まり
、その差を広げ始める。対するちはら台南はディフェンスのプレッシャーを強め、＃７
渡辺１ on１，＃１１永尾のバスケットカウントなどで食い下がる。第４Ｑに入ると、ち
はら台南のリバウンドが機能し始め、その差を縮め始める。ちはら台南＃１１永尾のフ
リースロー、＃８ゴール下、＃７渡辺のステップインなどが次々に決まり海神に迫る。
対する海神は、粘り強いリバウンドから早い展開に持ち込むバスケットを続け、＃８加
藤の３Ｐを決めると＃７中坂もバスケットカウントを沈め、追随を許さない。最後まで
差は縮まらず、海神が決勝進出を決めた。最後まであきらめず戦ったちはら台南の選手
たちに拍手を送りたい。  

〔男子準決勝〕                

 

 

成 田 市 立 成 田 中 学 校  

     

（印旛）  

      １５－１７ 

      １２－２０ 

  ６３          ６４ 

      １９－１１ 

１７－１６ 

 

 

市 原 市 立 五 井 中 学 校  

 

（市原）  

【評】  
互いにハーフコートマンツーマンでスタート。五井は、＃４永野・＃９ガルシアのインサイドプレー

や、＃７小原・＃１０齋藤のスピードあるプレーを中心に得点を重ねる。対する成田は、＃７酒井や＃
１８大木のドライブを中心としたプレーで得点を重ねる。両者ともに激しくリバウンドを争い、拮抗し
た流れが続いたまま、第１Ｑが終了。第２Ｑも五井は速い展開でのオフェンスに持ち込み、得点を重ね
ていく。成田も＃７酒井のドライブ等で応戦するも、五井＃９ガルシアの高さの前に攻めあぐねる時間
が続く。五井は＃１０齋藤のバスケットカウントで点差を広げ、１０点差で前半を折り返す。 

第３Ｑは、開始から両チームともに点の取り合いとなる。成田は＃３太田・＃１８大木の３Ｐで点差
を詰めるも、五井も＃４永野・＃７小原の連続得点で流れを引き戻す。一進一退の展開が続くが、終盤
に成田が＃７酒井の３Ｐや激しいディフェンスから＃１１渡邉の速攻で１ゴール差まで詰め寄り、３Ｑ
が終了する。第４Ｑ、序盤から流れをつかもうと、両チームともに激しいプレーを展開する。開始３分
で五井＃１７鳥海の３Ｐで６点差まで広げるが、成田も＃１１渡邉のドライブや＃１８大木のバスケッ
トカウントでくらいつく。その後も五井はドライブからの得点、成田は３Ｐで応戦し、白熱したシーソ
ーゲームが展開される。残り１分、五井＃７小原の速攻が決まり３点差とするも、成田は＃９９林がフ
リースローを２投決め、１点差に戻したところで、五井がタイムアウト。タイムアウト明け、両チーム
ともに最後まで気持ちの入ったディフェンスとリバウンドを見せ、得点が動かずにそのまま試合終了。
五井中が１点差で白熱したゲームを勝ち上がった。最後まで粘り強く戦った成田中の健闘も称えたい。 



令和４年度第５３回千葉県中学校新人バスケットボール大会  

決勝 戦評  

〔女子決勝〕        

 

  

 昭 和 学 院 中 学 校  

 

（市川・浦安）  

      １３－１３ 

      ２１－ ６ 

 ５６           ４１ 

      １３－１３ 

       ９－ ９ 

 

  船橋市立  

      七林中 学 校  

 

（船橋）  

【評】  
 第１Ｑ、昭和学院はオールコートマンツーマン、七林はハーフコートマンツーマンで試合がスター

トした。昭和学院は＃４山本、＃５新谷のスクリーンプレーを交えた１対１、対する七林は、＃４鈴木
の１対１、アウトサイドシュートで得点を重ねる。互いに緊張感のある、一進一退の攻防が続き、同点
で第１Ｑを終えた。第２Ｑ、昭和学院の鋭いドライブに対しファウルがかさむも、七林は果敢に１対１
や３Ｐを中心に攻める。昭和学院は＃７長尾の粘り強いリバウンドやフリースローでリズムをつかみ、
流れは次第に昭和学院へ。１５点差で前半を折り返した。 

 第３Ｑ、前半に引き続き、昭和学院のペースで試合が進む。七林は昭和学院の１対１に対し、積極的
にディフェンスカバーやダブルチームを仕掛けるもボールを奪うまでには至らない。両チーム１対１を
中心に攻撃を行うも点数は縮まらず、昭和学院リードで第３Ｑを終える。第４Ｑ、七林は昭和学院のリ
バウンドからのインサイドでの攻撃、１対１に対し、オールコートマンツーマンディフェンス、ダブル
チームで対抗。オフェンスではスクリーンから２対２、速攻で最後まで互いに点数を取り合う展開にな
った。試合は、最後まで１対１を中心に攻撃を行った昭和学院の勝利で終わった。昭和学院が５年ぶり
の栄光を手にした。最後まで走りぬいた両チームに会場から温かい拍手が送られた。今後の両チームの
成長に期待したい。 

〔男子決勝〕  

 

      

 船 橋 市 立 海 神 中 学 校  

 

（船橋）  

      ２１－１５ 

      １９－１７ 

    ７１         ６２ 

      １５－１１ 

      １６－１９ 

 

 

市 原 市 立 五 井 中 学 校  

 

（市原）  

【評】  
両チームともハーフコートマンツーマンからスタート。１Ｑ、海神♯４の駒木の３ポイントで先制す

ると五井は１on１をしかけながら、♯９ガルシアのポストプレーで得点をしていく。海神は♯４駒木の
アウトサイドシュートを中心に攻めながら、♯８加藤の連続得点で得点を重ねていく。また、１on１か
らの得点、あわせのプレーからの得点も多くなっていく。五井も♯１０齋藤、♯７小原の得点からリズ
ムを取り戻していく。２Ｑ、五井♯小原の３ポイントで差を縮め、また♯９ガルシアのリバウンドシュ
ートやポストプレーからの得点で点差を縮めるが、海神も♯４駒木や♯６藤田の３ポイント、♯７中坂
の果敢なドライブで得点していく。また、ポストプレーに対するスティールからの速攻で得点し、逆転
を許さない。 

３Ｑも、両者ともにＤＦの強度が落ちず、ルーズボールにも果敢に飛び込んでいく。高さで劣ってい
る海神だが、オフェンスリバウンドからの得点や３ポイントを重ねる。対する五井も♯９ガルシアのポ
ストプレイだけでなく、スクリーンプレイやサイドからのセットプレーを使い、得点をしていく。４Ｑ
ではお互い得点をしていくなか、試合を通じて強度の落ちない海神♯５菅野のポストディフェンスを中
心に、点差がなかなか縮まらない展開となる。残り３分を切ってからは、五井の♯７小原の精度の高い
ジャンプシュートなどで７点差まで縮めるが、海神も最後までディフェンスのプレッシャーを下げずに
７１－６２で海神が勝利をした。最後まで懸命に戦った五井中の選手たちの健闘を称えたい。 

 


